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　2007年は、子どものための多くの成功
が明らかになった。９月、ユニセフのデー
タで、2006年の５歳未満児の年間死亡数
が初めて1,000万を下回り、970万人に
なったことが分かった。これは1960年以
来、子どもの死亡率が60％削減されたこ
とを意味する。

　11月には、はしかイニシアティブ――
米国赤十字、ユニセフ、国連基金、米国疾
病管理予防センター、世界保健機関（WHO）
の協同プロジェクト――は、アフリカでの
はしかによる死亡数が、2000年の39万
6,000人から2006年の３万6,000人にま
で減り、91％もの削減を見たと発表した。

　12月、国連総会で「子どもにふさわし
い世界+５」という記念すべきハイレベル
会議が開催され、2002年の国連子ども特
別総会で設定された目標の進捗状況が世界
のリーダーたちにより確認された。リー
ダーたちによるこうした努力は、国連事務
総長がまとめた包括的な報告書「子どもた
ちとミレニアム開発目標」によって支持さ
れたが、この報告書では、ユニセフが提供
したエビデンスに基づいた分析とデータが
幅広く利用された。

　この新しいデータと分析は――国際的に
活躍する人たち、あるいは現場で活躍する
人たちとの戦略的な関わりの中で――ミレ
ニアム開発目標の達成と子どもの権利の保
護を実現させることにさらなる国際的な関
心を集めるきっかけとなった。

　2007年、「子どもたちのために、エイズ
と闘おう」キャンペーン（「子どもとエイズ」
世界キャンペーン）は、エイズに脅かされ
ない世代の実現に向けてのさまざまな活動

に、引き続き国際社会の関心を集めた。世
界でもHIVの感染率が最も高い国のひとつ
であるボツワナでは、母子感染率が４％ま
で削減され、抗レトロウィルス薬を投与さ
れる妊産婦の割合も、2006年に95％を超
え、アフリカで一番高くなっている。

　マザーズ・ツー・マザーズ（‘mothers ２
mothers’）プログラムは、健康な子ども
を持つHIV陽性の母親たちのための草の根
組織であるが、ケニア、レソト、南アフリ
カ、ザンビアの女性たち２万人に対し、月
に１回、情報、支援、個人的なスキルを提
供し、母親たちがHIVと共に生きる手助け
をし、新生児を母子感染から守る活動をし
ている。

　障害のある子どもたちの権利は、中国の
上海で行われた2007年スペシャル・オリ
ンピックス夏季世界大会で始まったユニセ
フと国際スペシャル・オリンピックスとの
パートナーシップが焦点をあてたテーマで
ある。このパートナーシップは、オペレー
ション・スマイル、セーブ・ザ・チルドレ
ンほかの団体と協働で行っている既存の活
動を補完するものであり、2006年の障害
者の権利条約の採択を受けて実施されたも
のである。

　学習促進プログラムやそのほかの教育革
新により、2007年、リベリアやスーダン
南部では、何十年も続いた武力紛争から解
放された何百万人もの子どもたちが学校へ
行けるようになった。「緊急事態下ならび
に危機後の移行期にある国々での教育」プ
ログラムを通して、ユニセフとそのパート
ナーたちは、災害に対する重要な手段、そ
して危機後の社会の復興に欠かせない要素
として、教育を促進した。

　2007年を終え、ユニセフは、より焦点
を明確化し、より成果に則った、戦略的な
コラボレーション（協働）が可能となった。
しかし、いまだに970万の子どもたちが５
歳の誕生日を迎えることができない現実が
あり、こうした成果に満足している余裕は
ない。

　2008年、ユニセフは、“Unite for Children” 
という合言葉のもと、2007年に得た経験、
データ、知識をフルに活用し、独創的で、
連携力に溢れた方法を模索し、子どもたち
により多くの成果をもたらすつもりであ
る。

アン・Ｍ・ベネマン
事務局長
国連児童基金
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